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学位論文審査結果報告書 
 
        平成 29年 9月 1日 
 
大学院医学研究科長  
 
下記の通りに学位論文の審査を終了したので報告します。 
 
審査結果要旨 
氏名 Eka Sunarwidhi Prasedya 
学位論文題名  
Carrageenan cytotoxic effects in human cells 
（海藻由来硫酸化多糖類カラギーナンの細胞傷効果） 
 
審査要旨 
本論文は、食品添加物として広く使用されている海藻由来の硫酸化多糖類であるカラギーナン(CGN)
の細胞に対する作用について検討した研究であり、主要部分は BMC Complement Altern 
Med.(2016) 16:270. doi: 10.1186/s12906-016-1199-5)に発表された既発表論文として、審査会は
平成 29 年 7 月 19 日に行われた。CGN は食品添加物として汎用されると同時に、抗腫瘍活性を初
めとした様々な生理作用を持つことが報告されている。CGN は複雑な構造多様性を持つ多糖類の総
称であることから、本研究では、複数の特性を持つCGNを用いて、HeLa細胞、HUVEC細胞に添加
した場合の影響について、細胞増殖、細胞周期への影響が調べられた。 
 審査に先立って、提出された論文に対して、データ表記、統計、細胞画像解析について、審
査員より修正が求められた。審査会では、それらを修正されたものに対して質疑が行われ、質疑に対応し
た修正稿が 8月 18日に再度提出された。最終稿では、主に問題とされた統計処理、データの一貫性、
予備的データの取り扱い、また、記述も修正された。 
 この研究の結果、CGN はその種類と細胞種によっては細胞傷害を示すことが明らかにされた。
この最終稿を持って、本論文は博士（医学）号授与に値すると判断された。  
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